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1．はじめに 

オブジェクト指向言語によるソフトウェア開発

において，過去の事例を参考にして開発（再利

用）する場面は多い．再利用を積極的に用いる

ことでソフトウェア開発を支援することができ

る．過去に通信ソフトウェアの上流工程で事例

ベース推論の適用を試みた[1]．上流工程で試み

た理由は，上流工程が下流工程よりも再利用の

効果が大きいと考えたからである． 

しかし下流工程(プログラム開発・コーディン

グ)における再利用は部品自体に直結しており，

初級者には理解しやすい．また過去に再利用へ

向けた事例ベース推論アプローチもある[2]． 

そこで高等専門学校での初級教育段階における

オブジェクト指向開発実習においてサンプルコ

ード再利用に関する事例ベース推論の適用を試

みている[3]．本稿は試作システムの概要につい

て述べる． 

 

2．オブジェクト指向と事例ベース推論 

オブジェクト指向ソフトウェア開発では，ソフ

トウェア部品の充実とともに，フレームワーク

やデザインパターンといった再利用を前提とし

た考え方がある．一方，事例ベース推論は過去

の事例を参考にして類推により問題を解決しよ

うとするアプローチである． 事例ベース推論

の利点として，事例を増やす毎に対処可能な問

題が増加する．そこでオブジェクト指向開発と

事例ベース推論は，再利用の観点からも相互補

完関係に持ち込めるものと考える． 

 

3．試作システムについて 

今回の事例ベース推論システムの試作目的を

Fig.1 に示す． 

3.１ 類似性について 

事例ベース推論システムでは事例間の類似性を

どう捉えるかが重要である．プログラム自体の

類似性(構造やクラス名，プロパティ名，メソッ

ド名)を拠り所に試みた例は過去にある[２]． 

 

 

 
Fig.1  試作システムの目標 

 

しかし仕掛けが複雑になりすぎ，プログラム自

体の類似性の比較が困難であるため，間接的な

方法「プログラムに分野とキーワード」を付加

し，「キーワード集合，ユーザモデル，利用環

境」間の類似性をとる方法を採用する[3]． 

 

3.2 事例ベース推論システム 

Fig.2 は事例ベース推論の枠組みに試作システ

ムのフローを割当てたものである． 

 

 
Fig.2 試作システムのフロー 

 

①  質問から候補事例を絞り込む 

ユーザに対して質疑応答を行い，ユーザが希

望するプログラムの分野とキーワードを取得し，

事例ベースから候補事例を絞り込む． 

②  類似性の推定 

分野とキーワード，ユーザモデル，利用環境

を用いた類似度計算[３]と用例，反例などによる

推論を行う． 

③  類似候補の表示・選択 

類似度推定で適切だと判断された事例サンプ

ルを複数表示する(Fig.3)．このときユーザが選
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択したサンプル事例により，サポートを変えた

選択表示を行う(Fig.4)．またユーザが希望する

キーワードと関連深いキーワードも表示し，検

索サポートを行う．  

④  利用者によるプログラム作成・編集作業 

ユーザは表示された事例を参考にプログラム

を作成・修正する． 

⑤  評価「事例の適切性や問題点の問合せ」 

ユーザにサンプル事例の適切性や問題点を問

い合わせる． 

⑥  事例修復「キーワード附加や推論変更」 

ユーザ自身が編集・作成した新たなプログラ

ムにキーワードを付加する．また評価によって

は，推論ルールを変更する． 

⑦  新規事例，関連事例として事例格納 

ユーザが作成したプログラムを新規事例とし

て事例ベースに格納する． 

 

 
Fig.3 試作画面 類似候補の選択・表示 

 

 
 Fig.4 サンプル事例によるサポート種類 

 

4．試作と考察 

試作システムは，サンプル事例へのキーワー

ド付け，そのキーワード間の類似度の付け方[3]，

そしてユーザへの適切なサポートが重要になる．

試作システムは，③類似候補の表示・選択」が

主になる．そのサポートは，サンプル事例によ

る表示と関連キーワードの提示の２つある． 

サンプル事例による表示は，単純な事例とスク

リプト付きの事例からなる．スクリプト付きの

事例はさらに 2 種類のスクリプトを想定してい

る．あらかじめスクリプトとして登録した事例

群，もう一つが事例ベースからキーワードを用

いてスクリプトと判断されたスクリプトである． 

関連キーワードの提示では，ユーザが入力した

キーワードと関連が深いと推論されたキーワー

ドの提示である．ここでの関連深いキーワード

とは， 全てのサンプル事例や検索履歴といった

キーワード群からリトリーブされたものである．

検索履歴からリトリーブすることは，多くの人

がどのようなキーワードを入力して希望するサ

ンプル事例を得たかの過程を見ることで，適切

なキーワード間の関連性が高まる．この 2 種類

のサポートを試作しているが，いずれもサンプ

ル事例への適切なキーワード付けが前提となる． 

このため系統的なキーワード付けの手法を検討

しており，現在はその手法として，サンプルプ

ログラム内のコメントやメソッド名からの抽出

を検討している． 

 

5．まとめ 

本稿は，オブジェクト指向開発実習における 

サンプルプログラムの再利用を目的とした事例

ベース類論システムの試作と考察について述べ

た．現在，試験的な事例収集やキーワード付け，

検索からの事例の表示システムを試作・実験中

である．今後，多くの事例取集・追加，サポー

ト開発を行うとともに，評価実験，拡張・改良

を行う予定である． 
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